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インドの経済成長においてますます注目が高まる在外インド人の経済力

シャイニング・インド （マクロ関連）～本国への影響度を増す在外インド人の経済力～

インドは世界最大の移民送出国で、これまで
1,779万人の移民を送り出しました。主な行先はア
ラブ首長国連邦（UAE）や米国、サウジアラビアな
どです。
独立後のインドでは、米英の教育制度に倣った教
育が行われ、医学や科学、工学などの分野で高度
な技術を持つ人が増え、英語圏であることを背景に
欧米に移住するようになりました。なかには、著名企
業のCEOとなった人も見られます。その他の分野でも、
インド人移民は貴重な労働力であり、各国経済に
重要な役割を果たしています。
インド外務省によると、国外にいるインド人は

3,210万人おり、米国（ 446万人）やUAE
（343万人）、マレーシア（299万人）などの国で
多くなっています。

インドは世界最大の移民送出国

インド経済の成長エンジンとして期待が高まる在外インド人の経済力

在外インド人の仕送りは経済を活性化

このように、在外インド人の経済力がインド国内に還元されることで、個人消費の下支えとなるほか、外貨
獲得源の多様化にも貢献しています。インドの悩みである、慢性的な経常赤字を減らすエンジンの1つと考
えても良いでしょう。インド経済は巨大な人口の富裕化による成長が期待されていますが、それは何もインド
自らの内需によるものだけでなく、世界中の在外インド人の経済力に拠るところもあります。経済成長の源
泉が多いことは、中長期的な観点から、安定的なインドの成長に資するものと思われます。

国名 移民数（万人）

1 インド 1,779

2 メキシコ 1,107

3 ロシア 1,065

4 中国 980

5 バングラディシュ 734

移民送出国上位5ヵ国
（2020年時点）

国名 受取額（億米ドル）

1 インド 832

2 中国 595

3 メキシコ 429

4 フィリピン 349

5 エジプト 296
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出所：国際移住機関のデータを基にパインブリッジ・インベストメンツ作成

海外で働くインドからの移民の多くは、母国インドに
仕送りをしています。2020年の仕送り受取額は
2005年の約3.8倍となる832億米ドル（円換算で
約8.9兆円*）に達しており、その額は2020年イン
ド名目GDPの約3.1％に相当します。
このような仕送りはインドに住む家族の生活を支え、
豊かにすると見込まれ、今後もインドの個人消費の
重要な下支えとなるでしょう。

＊三菱UFJ銀行の対顧客外国為替相場仲値の2020年年間平均
1米ドル=106.82円で円換算。
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